
 

 

 

 

 

 

 信濃教育会との共催事業として今年度新たに始まった「信州教師塾Ｂ」の１回目研修会が、10月 19日

（火）、上伊那教育会館講堂に 30名の受講者が集い行われました。 

今回のテーマは「会話や対話の見える化～グラフィックを使いながら～」。講師には、グラフィックク

ラブの土岐俊様、西澤智美様、岡美絵様をお迎えしました。 

講師のグラフィックを参考に、グループで話し合ったり、それぞれでグラフィックを描いたり、終始和

やかな雰囲気の研修となりました。 

次回は、12 月 20 日（月）「コミュニケーション力」をテーマに開催する予定です。多くの先生方にご

参加いただけますようお願い申し上げます。 

 

《受講者の感想》 

グラフィックを通して、コミュニケーションの本質を考えさせられました。文字や会話の方法だけ

でなく、誰もが見てもわかりやすい「絵」という表現を用いることによって、さらに表現の幅が広が

り、会話の楽しさを感じることができるのではないかと考えました。 

グループワークを通じて、相手とのコミュニケーションの中でたくさん使える場面があることに気

付かされました。私にとって大きな発見でした。今、担任している小学校 2 年生に明日から早速使っ

てみたいと思いました。 

１時間半があっという間でした。やはり絵があったり、枠でまとめられたりしていると、分かりやす

く「す～っと」頭に入ってきました。そして何より「ワクワク」して楽しかったです。今後もこういう

研修を受けられたら嬉しいです。 

 

《研修の様子》 

＜当日のグラフィック＞ 

信州教師塾Ｂ 第 1回 

会話や対話の見える化 
～グラフィックを使いながら～ 



《当日の資料 抜粋》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


